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減
量
化
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

︻
家
庭
系
︼

★
２
２
２
　
︷
１
人
１
日
９
　
︵
カ
ッ
プ

め
ん
の
容
器
１
個
の
重
さ
︶︸
を
減
量
す

る
た
め
に

○
生
ご
み
は
、
水
切
り
を
完
全
に
す
る
。

︵
生
ご
み
の
65
〜
85

が
水
分
︶

○
過
剰
包
装
は
断
る
よ
う
に
す
る
。

○
買
い
物
袋
持
参
者
用
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

利
用
し
、
で
き
る
だ
け
買
い
物
袋
を
使
わ

な
い
よ
う
に
す
る
。

○
コ
ン
ポ
ス
ト
、
ボ
カ
シ
な
ど
を
活
用
し
、

生
ご
み
の
た
い
肥
化
に
努
め
る
。

○
使
い
捨
て
商
品
を
な
る
べ
く
買
わ
な
い
よ

う
に
す
る
。

各
自
が
日
常
生
活
の
中
で
ご
み
を
少
な
く

す
る
努
力
、
ご
み
と
な
る
も
の
を
持
ち
込
ま

な
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

︻
事
業
系
︼

★
３
０
３
　
減
量
す
る
た
め
に

○
生
ご
み
は
、
水
切
り
を
完
全
に
す
る
。

○
再
生
で
き
る
物
の
分
別
の
徹
底
を
図
る
。

○
包
装
・
容
器
な
ど
の
簡
略
化
を
図
る
。

○
買
い
物
袋
持
参
者
に
対
す
る
協
力
を
行
う
。

○
減
量
化
計
画
を
具
体
的
に
策
定
す
る
。

廃
棄
物
を
減
量
す
る
こ
と
、
分
別
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
は
、
地
球
の
資
源
や
環

境
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
事
業
者
の
経
費
削

減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
右
の
項
目
を
参
考

に
し
て
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

17
年
度
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画
を
決
定

年
度
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画
を
決
定

17
年
度
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画
を
決
定

年
度
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画
を
決
定

■ごみ処理量の推移

17
年
度
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画
を
決
定（南部清掃工場）
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（南部清掃工場）

市
で
は
、
環
境
保
全
、
処
理
施
設
の
延
命
化
、
処
理
費
用
の
削
減
な
ど
を

図
る
た
め
、
毎
年
度
﹁
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画
﹂
を
定
め
、
ご
み
の
減

量
化
と
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
16
年
度
の
実
績
と
17
年
度
の
目
標

値
、
減
量
化
・
資
源
化
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ

清
掃
係
　
☎
89
︱
２
１
７
６

ご
み
処
理
量

前
年
よ
り
減
少

16
年
度
の
ご
み
処
理
量
は
２
２，

３
３
７

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
８
１
２
　
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、
家
庭
系
が
７

０
４
　
、
事
業
系
が
１
０
８
　
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

17
年
度
計
画
で
は
、
年
間
の
ご
み
処
理
量

の
目
標
を
、
家
庭
系
が
１
４，

４
３
２
　
、

事
業
系
が
７，

３
８
０
　
、
合
計
で
２
１，

８
１
２
　
と
設
定
し
ま
し
た
。
16
年
度
実
績

と
比
較
す
る
と
家
庭
系
が
２
２
２
　
︵
１
人

１
日
９
　
︶、
事
業
系
が
３
０
３
　
の
合
計

５
２
５
　
の
さ
ら
な
る
減
量
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

パ
　
ー

セ
ン
ト


